
Buddhaguhya の Tantra 分 類 法

越 智 淳 仁

Buddhaguhya の Tantra 分 類 法を研究す る場合, 現 在 サ ンス ク リッ ト資料 が

伝 え られ ていないので, チ ベッ ト資料 に依 るしか方法が ない。 彼が著 した多 くの

書 物 の中で, 特 に Tantra の分 類法 を知 る上での重要 な ものは次の ものである。

r大 日経摂義1)」 及 び 「大 日経広釈2)」 と, 「上 禅定 品広釈3)」 及 び 「金剛擢破 と名

つ くる陀羅尼広註宝 明4)」。これ等の資料 の中で, 「大 日経」の両注釈 書 と 「上 禅

定 品広 釈」等の注釈書 との間には, Tantra の 分 類を説明す る仕 方 に, 広 と略 の

相 違が ある。

まず, Tantra の分 類 を 「大 日経広釈」 に依 つてみ ると, 次 の様 に述 べる。

真言門 か ら入つて行ず る者達 に二種 がある とし, 有 所得(dmigs pa dan bcaspa)

を信 解す る者達 と, 甚 深広 大(Zab cin rgya che ba=無 所得)を 信解す る者達 との

二 種 を挙げ る。

この 《有所得》 を信解す る者達の為に 「蘇婆呼童子経」, 「持明蔵」等の外の行

・を主 とす る Kriya-Tantra を挙 げる。

《甚深広大》 を信解す る者達 の為に 「聖真 実摂経」等の内のyogaを 主 とす る

Yoga-Tantra を挙 げ る5)。

又 「大 日経」の性格 を次の様 に性格づけている。

この 「大 日経」 も又, (「聖 真実摂経」 と同様に)方 便 と般 若 を主 と した Yoga-

Tantra で あ るが, しか し, 所 作 を信解 す る者達 を受持せ んが為 に, Kriya-Tantra

に随 順す る行等 も示 された ものであるか ら, (こ の 「大日経」は) Kriya-Tantra か,

あ るいは, 両 者(に 通ずる) Tantra (gnis kaki rgyud) と し て性格づけている6)。

ここで云 う 《両者 に通ず る Tantra》 と は, 「大 日経」を Kriya-Tantra と Yoga-

Tantra との 両者 に通ず る もの として, 性 格 づけてい るのであ るか ら, 従 つ て 「大

1) 東 北 No. 2662.

2) 東 北 No. 2663.

3) 東 北 No. 2670.

4) 東 北 No. 2680.

5) 東 北 No. 2663. fol. 261a.

6) 東 北 No. 2663. fol. 261d.
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日経」は, 両 Tantra に共 通す る性格 をもつ ものであると供 に, 両 Tantra の 中

闘 的性格 を もつ もの として性格づ け られてい る。

しか し, この 「大 日経 」の様 な 《両者 に通ず る Tantra》 が, Tantra を分類 す

る際の Kriya, Yoga-Tantra と同等 に肩 を並べ るまで には, まだいたつていない。

この事は, 後 に述べ る 「上禅定品広釈」の所説をみれば, よ り明確 である。

次に, 「大 日経摂義」では, Tantra を Kriya と Yoga-Tantra との二 つに分 け,

こ の両者 に諸経典 を配 当 している7)。 諸経典の配当 と云 う点か らみれば, 「大 日経

広釈 」よ りもこの Text の方 が詳 しい。

以上 の資料 をまとめて図示 した ものが図1で あ る。

次に, Tantra の分 類 を 「上 禅定品広釈 」等 によつてみると, 次 の様 に述 べ る。

真言 を念諦す る場合 の所作 が, 総 べ ての Kriya-Tantra の 中 の 《総儀軌 (spyihi

cho ga) を集 めた Tantra》 で ある 「蘇悉地 経」 と 「蘇 婆 呼童 子 経 」 と 「吉 祥 儀

軌集 」等 の諸 経 典 と, 《個 々 の Tantra (bye brag gi rgyud)》 で あ る 「大 日経」

と 「金剛手灌頂経」 と 「菩提道場 」 と 「持 明蔵」等の諸経典の中に述 べ られ たの

で ある8), と云 う。

この個所右は, Tantra の 分類 を Kriya-Tantra だ けについて述 べ,  Kriya-Tantra

を 諸 経、典の性格に もとついて, 《総Tantra》 と 《個 々のTantra》 と の二 つ に分

け る。 この事は, 「大 日経」の両注釈書ではみ られなかつた説 である。 この Kriya-

Tantra を更 に二分す る説が 「金 剛擢破 と名 つ くる陀羅尼広 註宝明」に も出 され

てい る9)。 しか し, この Text で は名前だ けしか示 され ていな い。

Yoga-Tantra の所 説 をみる と, 「聖真 実摂経 」等 が Yoga-Tantra で あ るとし,

図I 図II

7) 東 北 No. 2662. fol. 3b.

8) 東 北 No. 2670 fol. 9a.

9) 東 北 No. 2680 fol. 176b.
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この Yoga-Tantra の密 意釈 に 「金 剛頂」(Vajrasekhara) 等 が あるとす る10)。以上

の資料 をま とめて図示 したのが, 図IIで あ る。

今, 上 に挙 げた図1と 図 皿を比較検討 す る事 に よつ て, 我 々 は Buddhaguhya

当時, 即 ちA. D. 8世 紀 頃 の Tantra 分類 法を知 る、ことが出来 る。 この Buddhad

guhya の Tantra 分類 法を明 ちかにす るこ とに よつ て, 後 の ア チ ィーシャや プ

トンの Tantra 分 類 法の摩史的変遷 をよ り一層明確に把握 し得 るもの と考 え る。

この様 に, 図Iと 図IIを 比 較検討 する事 によつて, '次 の事が解つた。

第一 に, Buddhaguhya の Tantra 分 類 法 は Kriya-Tantra と Yoga-Tantra との

二分法 である。

第二 に, Kriya-Tantra に 関 して, 図IIで は, 《総 Tantra》 と 《個々の Tantra》

とに二分す る。 これ は, Kriya-Tantra の細 分化で ある。

第三 に, 図Iと 図IIに お け る 「大 日経 」の扱 いで ある。 図Iで の 「大 日経」の

扱 いは, 既 に述べた如 く,「 大 日経」の性格か ら云 う と, Kriya-Tantra で あ り, 

か つ, Yoga-Tantra と kriya-Tantra に共 通す る性格を もつたTextで あ る とす

る。 従 つて, この 「大 日経」は Kriya-Tantra と Yoga-Tantra との 中間的性格 を

もつ Text で あ る一と理解 してきた。

ところが, 図 正で は, kriya-Tantra の 中 で この 「大 日経」 を 「金剛手灌頂経」

等 の諸経典 と共 に 《個 々の Tantra》 と してまとめ, 「蘇 悉地経」等 の 《総 Tantra》

と区別 している。 従 つて 《総 Tantra》 ・の下に集 め られている諸経典 は, 「蘇悉地

経」 と同じ性格 を もつ もので あ り1《 個 々の Tantra》 の 下に集 め られ ている諸経

典 は, 「大 日経 」 と同 じ性格 を もつ もので あると云 い得 る。 ここに, Kriya-Tantra

を更 に二分 した彼の意図が存す るのであるd

第 四に, 彼 の Tantra 分 類 法 は二分法で あるが, Kriya-Tantra を更 に二分 して

いるので あるか ら, 二 分法か ら三分法へ移行す る Tantra 分 類 の過渡期で あると

云 い得 る。

:第五に, Yoga-Tantra に つ いては, 「聖真実i摂経」等 を挙 げ, 図Iで は 「金 剛

頂」(Vajrasekhara)を Yoga-Tantra の 密 意 釈 と呼 ん で い る11)事 か ら, Buddha-

guhya の 時 代 に既に Yoga-Tantra の密 意釈 と呼ばれ るものが存在 していた 事 は

注 目されて よいo

以 上 Buddhaguhya の Tantra 分 類 法 をみで来 た。 次 に彼 と同時 代 の 学 匠 と

10) ペ キ ン No. 3495 fol. 34a.

11) ibid.
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して挙 げ られ る Vimalamitra の Tantra 分 類 法 をみ ることにす る。

この Vimalamitra と云 う人 は, 「心摘優波提舎」(Citta-bindupadesa-nama)12)の

著 者 の一人 である。この Text の 著 者 は三人挙げ られていて, 他 の二人 は Buddha-

guhya と Lilavajra と で あ る。 又, こ の Vimalamitra に つ い て歴史 書 「デ プ

テル グンポ13)」で は, Buddhaguhya の 弟 子であ るとされている。 これ らの事 か

らも解 る様 に, Vimalamitra は Buddhaguhya と同時代 の人 であつた と理解 され

る。

この人 の著 した 「聖金剛擢破陀羅尼 と名つ くる釈 広 註14)」 に は。Tantraの 分

類 を Kriya-Tantra と Yoga-Tantra との二 つに分類 している15)。従 つて, Buddha-

guhya の 時 代には, Tantra の分 類法 として, 二 分法が採用 されていた事が解 る。

以上 の論述 か ら, Buddhaguhya の Tantra 分 類 法 は二分法で あ る こ とが解 つ

た。 次は しば しば上述 してきた"Buddhaguhya の Tantra 分 類 法 は 二 分 法 で あ

り, か つ二分法 か ら三分法へ と移行す る過渡期の ものである"と 云 う際 の, "二

分 法か ら三分 法へ と移行す る過渡期"に つい て, 論 を進 めることにす る。

Tantra を Kriga と Yoga-Tantra とに 二分 し, この Kriya-Tantra を更 に二分

す る場合の 《総 Tantra》 と 《個々の Tantra》 と は, 後 のTantra分 類 法, 特 に

プ トンの四部 Tantra 分 類 法 に比 較 してみ た 時, 《総 Tantra》 が Kriya-Tantra

に 当 り, 《個 々の Tantra》 が Carya-Tantra に 当 るの で あ る16)。 した が つ て,

Buddhaguhya の Tantra 分 類 法は Kriya と Yoga-Tantra の二 分法か ら, Kriya と

Carya と Yoga-Tantra と の三分法へ移行す る過渡期の ものであると云 い得 る。

この Carya-Tantra の 名 称がいつ頃現われたか と云 うと, A. D. 10世 紀 後半か ら

A. D. 11世 紀 の ものとみ なされ る 「智金 剛集 と名つ くる但特羅17)」 の 中 にす で

にみえている。 この事か らも解 る様 に, Carya-Tantra と云 う名称 は か な り早 く

か らあつた事が解 る。 しか し Buddhaguhya 当時 の Tantra 分 類 法にはまだ見 出

し得 ない名称で あるか ら, 彼 以後 に出来 た名称で あろ う。 しか し名称 こそ違 え,

12)ペ キ ン No. 4738.

13) The Bulue Annals part I p. 11.

14) ペ キ ン No. 3506.

15) ibid. fol. 201b.

16)「 カ ル チ ャ ク 」 や 「総 タ ン トラ 解 説 」 に 示 す 四 部 Tantra. 即 ちKriya, Carya, Yoga,

Anuttara-yoga-Tantra で あ る。

17) 東 北 No. 447.
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内容 か らみて 《個 々の Tantra》 が Carya-Tantra に 相 当す るの で あ るか ら, こ

の Carya-Tantra の素 材 を Buddhaguhya の Tantra 分 類 法に求 め ることが 出来

る。 だが, Tantra の分i類が, Buddhaguhya か らプ トンにいた るまでの間には, 

二 分 法, 三 分 法, 四 分 法へ順次変遷 していつた と云 う事 を云つ てい るのではない。

この間には,「 智金剛集」の五分法あ り, シ ラッダーカ ラワルマ ン作 「無 上 ユ ガ

タン ト7入 集」 の四分法 あ り, ア テ ィー シャ作 「菩提道燈難語釈」の七分 法あ

りで, プ トンの四分法へ行 くまでには, か な り複雑 なTantra分 類 の変遷があつ

た事 が知 られ る18)。 この様 に, Tantra の分 類法 にはかな りの相違 が あ つ て, し

か も三分法(Kriya, Carya, Yoga-Tantra) の 名称 はみ られ ないが, Buddhaguhya が

Tantra の分 類法 として Kriya, Yoga-Tantra の二 分法 を用い, Kriya-Tantra を更

に 《総 Tantra》 と 《個 々の Tantra》 とに二分 したのは, 二 分法か ら三分法への

過渡期 といつてさしつかえない と思 われ る。

18) この種の研究に松長有慶著 「チベット大蔵経の密教経軌分類法の典拠について」日

本西蔵学会h報 第10号 参照。
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